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Ⅵ．調査結果のまとめ 
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以下に、このアンケート調査の結果をまとめます。前期の計画である「第２次上尾市地域福祉計

画及び第５次上尾市地域福祉活動計画」における９つの取り組みについて、アンケートにご回答し

た皆さまがどのように評価しているか、という視点となっています。 

（９つの取り組みに関する問は、市民アンケートの問 37、福祉関係団体アンケートの問９、民

生委員・児童委員アンケートの問 13 に対応しています。） 

また、新型コロナウイルス問題についてうかがった結果についてもまとめます。 

 

 

 

■＜１．福祉サービスの利用支援＞ 

市民アンケートでは、この取り組みの重要度は第２位、満足度は第１位となっており、共に高い

順位となっています。福祉関係団体アンケートでは、この取り組みの期待度は第２位、取組度は第

１位となっており、また、民生委員・児童委員アンケートでは、期待度は第１位、取組度は第１位

となっており、市民アンケートとほぼ同様となっています。 

 

市民アンケートでは、あなたやあなたの家族は、どの福祉サービスを利用しているかについては、

「高齢者支援に関するサービス」が最も高く、前回調査と比べると、3.6 ポイント増えています。 

高齢者が安心して暮らすために必要なものについては、「在宅福祉サービスの充実」が５割強と

最も高くなっています。 

障害者が生きがいをもって暮らすために必要なものについては、「在宅福祉サービスの充実」が

５割弱と、第２位になっています。 

子どもが健やかに育つために必要なものについては、「安心して遊べる場所の充実」が６割半ば

と最も高くなっています。 

地域の課題や問題点については、「福祉保健サービスについて知らない」が３割弱と、第３位に

なっています。 

地域でのより豊かな暮らしのために必要なものについては、「必要な情報を入手できる体制の整

備」が４割強と最も高くなっています。次いで「支援が必要な人への支援」が３割半ばとなってい

ます。 

保健・福祉の情報で充実してほしいと思うものについては、「高齢者や障害者サービスの情報」

が５割弱と最も高くなっています。しかしながら、年代別にみると、50 歳未満では「子育てにつ

いての情報」、50～59 歳と 70 歳以上では「高齢者や障害者サービスの情報」、60～69 歳では

「健康づくりに関する情報」が最も高くなっています。 

福祉サービスに関する情報の入手先については、「市の広報紙、チラシなど」が５割半ばと最も

高くなっています。前回調査と比べると、「入手していない」は２割強と、ほぼ同様の結果となっ

ています。また、「インターネット」と「自治会・町内会・区会や老人クラブなど」は増えていま

す。 

福祉関係団体アンケートでは、すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために必

要なものについては、「必要な情報を入手できる体制の整備」が５割半ばと最も高くなっています。 

また、民生委員・児童委員アンケートでも、「必要な情報を入手できる体制の整備」が５割強と

高く、第３位になっています。 
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■＜２．支援をつなぐ仕組みづくり＞ 

市民アンケートでは、この取り組みの重要度は第４位、満足度は第５位となっています。また、

福祉関係団体アンケートでは、期待度は第３位、取組度は第４位となっています。一方、民生委員・

児童委員アンケートでは、この取り組みの期待度は第２位、取組度は第２位となっており、重要な

項目となっています。 

 

市民アンケートでは、地域でのより豊かな暮らしのために必要なものについては、「日常生活に

関する身近な相談窓口の整備」がほぼ３割と、第４位になっています。 

不安や悩み事の相談先については、「家族・親戚」や「友人・知人」を除くと、「市職員・市の相

談機関」が約２割弱と最も高くなっています。 

上尾市社会福祉協議会に対して期待する活動や支援については、「気軽に相談できる福祉相談窓

口の充実」が４割半ばと最も高くなっています。 

高齢者が安心して暮らすために必要なものについては、「身近な相談窓口の整備」が３割半ばと、

第３位になっています。 

障害者が生きがいをもって暮らすために必要なものについては、「働く場の整備」が５割半ばと

最も高くなっています。 

民生委員・児童委員アンケートでは、すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるた

めに必要なものについては、「日常生活に関する身近な相談窓口の整備」が６割弱と最も高く、次

いで「支援が必要な人への支援」が５割半ばとなっています。 

福祉関係団体アンケートでも、「日常生活に関する身近な相談窓口の整備」が５割半ばと、第 2

位になっています。 

さらに、福祉関係団体アンケートでは、「困っていることを相談できない人がいる」「地域から孤

立している人がいる」が２割強となっています。また、民生委員・児童委員アンケートでも、「困っ

ていることを相談できない人がいる」が２割弱、「地域から孤立している人がいる」が３割弱とな

っています。 

 

 

■＜３．さまざまな団体などによる支え合いの仕組みづくり＞ 

市民アンケートでは、この取り組みの重要度は第６位、満足度は第６位となっています。 

福祉関係団体アンケートと民生委員・児童委員アンケートでは、この取り組みの期待度と取組度

は市民アンケートと同程度となっています。 

 

市民アンケートでは、地域における助け合い、支え合い活動を活発にするために重要なことにつ

いては、「困っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする」が３割半ばと最

も高くなっています。次いで「地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする」が３割強、

「地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する」が２割強となっています。年代別に

みると、70 歳未満では「困っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする」、

70 歳以上では、「地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする」が最も高くなっていま

す。 

福祉関係団体アンケートでは、福祉関係団体が市役所・社会福祉協議会に望むことについては、

「活動上必要な情報の提供」が５割半ばと最も高くなっています。次いで「団体や活動についての

PR」と「経済的支援（活動資金など）」が４割弱となっています。 
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■＜４．誰もが外出しやすい環境づくり＞ 

市民アンケートでは、この取り組みの重要度は第３位、満足度は第８位となっています。高い重

要度に対して、満足度がやや低く、比較的優先的に取り組むべき項目であると考えられます。 

一方、福祉関係団体アンケートでは、この取り組みの期待度は第８位、取組度は第９位、民生委

員・児童委員アンケートでは、期待度は第７位、取組度は第９位となっています。 

 

市民アンケートでは、ふだん買い物（日常の食品などの購入）や通院、公共施設などを利用する

際の移動手段について、不便だと感じることは、前回調査と比べると、「ない」が 10.4 ポイント

増え、６割半ばとなっています。 

不便だと感じることは、バスが少ない、バスの利便性が悪い、などの意見が多くなっています。

その他、買い物、病院、公共施設等が遠い、駐輪場、駐車場が少ない、雨の日に不便と感じる、バ

スが時間通りに来ないなどの意見も比較的多くなっています。 

地域でのより豊かな暮らしのために必要なものについては、「バスなどの公共交通手段の整備」

がほぼ３割と、第３位になっています。そのほか、「買い物がしやすい環境づくり」が２割強、「公

園や緑地などの自然環境の整備」「道路や建物のバリアフリー整備」が２割弱となっています。 

福祉関係団体アンケートでは、すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために必

要なものについては、「道路や建物のバリアフリー整備」「バスなどの公共交通手段の整備」が４割

弱となっています。 

民生委員・児童委員アンケートでも、「バスなどの公共交通手段の整備」が４割弱、「買い物がし

やすい環境づくり」が３割半ば、「道路や建物のバリアフリー整備」が３割強、となっています。 

 

 

■＜５．地域における防災機能の強化＞ 

市民アンケートでは、この取り組みの重要度は第１位、満足度は第９位となっています。最も高

い重要度に対して、満足度が最も低くなっており、優先的に取り組むべき項目と考えられます。 

一方、福祉関係団体アンケートでは、この取り組みの期待度は第１位、取組度は第３位となって

おり、また、民生委員・児童委員アンケートでは、期待度は第６位、取組度は第８位となっていま

す。 

 

市民アンケートでは、地域の課題や問題点については、「緊急時、災害時の対応体制がわからな

い」が４割強と最も高くなっています。 

住んでいる地域のなかで安心して暮らしていくために、地域にある組織や団体に対して期待する 

活動については、「緊急事態が起きたときの対応」がほぼ７割と最も高くなっています。次いで

「交通安全や防災・防犯などの活動」「子どもや高齢者、障害者に対する手助け」が４割弱となっ

ています。上位の３項目は、前回調査と変わっていません。 

地域の防災活動への参加状況については、参加していない人が７割半ばとなっています。年代別

にみると、60 歳未満で高く、８割以上となっています。 

地域の自主防災組織への参加状況については、参加していない人が５割弱となっています。 

地域の防災活動と自主防災組織への参加状況は、前回調査とほぼ同様の結果となっています。 

地域の自主防災組織への参加意向については、「わからない」がほぼ５割と最も高くなっていま

す。 

災害時に住民同士が協力し合えるために必要なことについては、「一人で避難できない高齢者な

どのそれぞれの支援計画を地域のみんなで考える」がほぼ５割と最も高くなっています。 

福祉関係団体アンケートでは、すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために必

要なものについては、「災害時における体制の整備」が５割強と、第４位になっています。 
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■＜６．地域における見守り・声かけによる安全の確保＞ 

市民アンケートでは、この取り組みの重要度は第５位、満足度は第４位となっています。福祉関

係団体アンケートでは、この取り組みの期待度は第４位、取組度は第６位となっており、また、民

生委員・児童委員アンケートでは、期待度は第３位、取組度は第４位となっています。 

 

市民アンケートでは、地域の課題（ひとり暮らし高齢者の見守り、子どもへの虐待、孤立死など）

を解決するにあたって、支え合い、助け合いが必要だと思うかについては、「とても必要だと思う」

と「ある程度必要だと思う」を合わせた『必要だと思う（計）』が 9 割を超えおり、前回調査とほ

ぼ同様になっています。 

子どもが健やかに育つために必要なものについては、「地域での声かけ・見守り活動の実施」が

５割強と、第２位になっています。 

地域の支え合いや孤独死の防止などのために、支援者が必要な個人情報を共有することについて

は、「必要であれば共有してもよい」が６割強と最も高く、「あまり共有したくない」が２割弱とな

っています。年代別にみると、40 歳未満の若い年代では「あまり共有したくない」の割合が比較

的高く、３割以上となっています。 

福祉関係事業所/福祉関係団体/民生委員・児童委員アンケートでは、個人情報保護法下での情報

共有の難しさについての意見が上がっています。 

民生委員・児童委員アンケートでは、民生委員・児童委員活動のなかで、大変・困難だと感じる

ことについては、「プライバシーにどこまで踏み込んでいいのか戸惑う」「なり手が不足している」

「担当地区で孤立死や、消費者被害などの事件が起こらないか心配になる」がほぼ５割と、上位３

項目になっています。 

上尾市社会福祉協議会の１3 支部で実施している「あったか見守りサービス事業」は、地域の中

で浸透してきていると思うかについては、「浸透してきている」と「徐々に浸透してきていると思

う」の合計が２割半ばにとどまっており、一方、「どちらともいえない」が３割弱、「あまり浸透し

ているとは思わない」がほぼ２割となっています。 

十分浸透していないと思う理由としては、ＰＲが不足している、という意見が多くなっています。 

 

  



 

278 

■＜７．隣近所や地域の力による福祉活動のきっかけづくり＞ 

市民アンケートでは、この取り組みの重要度は第８位、満足度は第２位となっています。福祉関

係団体アンケートでは、この取り組みの期待度は第６位、取組度は第２位となっており、また、民

生委員・児童委員アンケートでは、期待度は第４位、取組度は第３位となっています。 

 

上記のように、市民の満足度は高くなっている一方、以下のように、地域福祉への関心や隣近所

への結びつきについての項目は、前回調査と比べてほぼ同様の結果となっています。 

市民アンケートでは、「地域福祉」という言葉の認識については、「聞いたことはあるが、内容ま

で知らなかった」が５割半ばとなっており、前回調査と比べると、ほぼ同様の結果となっています。

年代別にみると、70 歳以上では「内容まで知っていた」が 2 割を超え比較的高くなっており、70

歳未満では「知らなかった」が 3 割を超えています。 

地域の課題への関心度については、「とても関心がある」と「ある程度関心がある」を合わせた

『関心がある（計）』が 7 割弱となっており、前回調査とほぼ同様となっています。 

身近な地域の人に対して「できる」手助けや支援については、「できる」で最も高い項目は、「安

否確認の声かけ」、次いで「家の前などの掃除」「緊急時の手助け」となっています。前回調査と比

べると、すべての項目で「できない」が増えている状況がみえます。ただし、「緊急時の手助け」と

「防犯のための巡回」以外の項目では、身近な地域の人から「受けたい」手助けや支援の割合より

「できる」手助けや支援の割合が高くなっています。 

近所付き合いについては、前回調査と比べると、「家族ぐるみのとても親しい付き合い」と「あ

る程度親しい付き合い」の合計が 5 ポイント減り、その結果、「会えばあいさつする程度の付き合

いである」が増えています。年代別にみると、50 歳未満の若い年代では「ほとんど（もしくはま

ったく）付き合いはない」の割合が比較的高くなっています。 

 

 

■＜８．地域福祉活動の担い手の育成＞ 

市民アンケートでは、この取り組みの重要度は第９位、満足度は第３位となっています。福祉関

係団体アンケートでは、この取り組みの期待度は第７位、取組度は第７位となっており、また、民

生委員・児童委員アンケートでは、期待度は第９位、取組度は第６位となっています。 

 

上記のように、市民の満足度は比較的高くなっている一方、以下のように、地域活動への参加に

ついての項目は、前回調査と比べてほぼ同様の結果となっています。 

市民アンケートでは、地域活動等への参加状況については、「現在、継続的に参加している」「た

まに、参加することがある」「参加したことはあるが、現在はほとんど参加していない」を合わせ

た『参加したことがある（計）』は３割を超えています。前回と今回の調査では「取り組んでいます

か」と「参加していますか」という質問の語句の違いがあります。これが回答に影響していないと

すれば、今回の地域活動等への参加状況の割合は、前回と同様となっています。 

今後の地域活動等への参加意向については、「機会があれば、参加してもよい」が４割強と最も

高くなっています。年代別にみると、70 歳未満では「機会があれば、参加してもよい」の割合が

高く、４割以上となっています。 

地域活動等に参加していない理由については、「勤務などの都合で機会がないから」が３割半ば

と最も高く、次いで「時間がないから」が３割弱となっていいます。年代別にみると、18～39 歳

では「時間がないから」、40～69 歳では「勤務などの都合で機会がないから」、70 歳以上では「体

調がすぐれないから」が最も高くなっています。 

一方、「参加方法がわからないから」が２割強、「一緒に活動する仲間がいないから」が１割半ば

となっています。  
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活動・参加の条件については、「活動時間や曜日が自由」「気軽に参加できる」「身近なところで

活動できる」が上位３項目になっています。年代別にみると、18～39 歳と 70～79 歳では「気

軽に参加できる」、40～69 歳では「活動時間や曜日が自由」、80 歳以上では「身体的負担が少な

い」が最も高くなっています。 

趣味や特技については、「読書、音楽鑑賞など」「スポーツ、スポーツ指導など」「農業、園芸な

ど」が上位３項目になっています。そのほかにも、市には様々な趣味や特技をお持ちの方がいます。 

福祉関係事業所アンケートでは、地域福祉活動を推進する上で必要とする支援については、「補

助金など資金面での支援」が５割弱と最も高く、次いで「他団体・組織との交流などの連携」が４

割強となっています。 

福祉関係団体アンケートでは、活動に一回だけでも気軽に参加してもらうことについては、「活

動の内容によっては、一回きりの参加があっても良い」がほぼ４割と最も高くなっています。また、

前回調査と比べると、「活動の内容によっては、一回きりの参加があっても良い」と「一回きりで

もよいので、参加してもらえると助かる」の合計が 15.0 ポイント増え、ほぼ７割となっています。 

活動を行う上で困っていることについては、上位の５項目は、前回調査と変わっていません。（「メ

ンバーの高齢化」「新しいメンバーが入らない」「リーダー（後継者）が育たない」「活動のマンネリ

化」「支援を必要とする人の情報が得にくい」）しかし、前回調査と比べて「メンバーの高齢化」が

13.7 ポイント増え、７割強となっており、「新しいメンバーが入らない」が 10.7 ポイント増え、

6 割弱、さらに「リーダー（後継者）が育たない」が 6.3 ポイント増え、５割弱となっています。 

民生委員・児童委員アンケートでは、民生委員・児童委員活動のなかで、大変・困難だと感じる

ことについては、「なり手が不足している」がほぼ５割と最も高くなっています。 

 

 

■＜９．活動団体への支援＞ 

市民アンケートでは、この取り組みの重要度は第７位、満足度は第７位となっています。福祉関

係団体アンケートでは、この取り組みの期待度は第９位、取組度は第８位となっており、また、民

生委員・児童委員アンケートでは、期待度は第８位、取組度は第７位となっています。 

 

市民アンケートでは、今後参加してみたい地域活動やボランティア活動については、「地域を元

気にする活動」が３割半ばと最も高く、次いで「特技や趣味を活かした交流活動」「周辺環境を整

備する活動」が３割強となっています。 

趣味や特技についてうかがったところ、市には、さまざまな趣味や特技をお持ちの方がいます。 

地域における助け合い、支え合い活動を活発にするために重要なことについては、「困っている

人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする」が３割半ばと最も高く、次いで「地域

における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする」が３割強、「地域でボランティアなどの活動

の拠点となる場を整備する」が２割強となっています。 

福祉関係団体アンケートでは、地域の問題点や課題については、「隣近所との交流が少ない」が

５割弱と最も高く、次いで「世代間の交流が少ない」も５割弱となっています。 

団体が活動をしていく上で、市役所・社会福祉協議会に望むことについては、「活動上必要な情

報の提供」が５割半ばと最も高く、次いで「団体や活動についての PR」「経済的支援（活動資金な

ど）」が４割弱となっています。ほかに「リーダーの養成支援」「会員募集の支援」がほぼ３割、「活

動場所の提供」が２割半ばとなっています。 

民生委員・児童委員アンケートでも、地域の問題点や課題については、「隣近所との交流が少な

い」が５割半ばと最も高く、次いで「世代間の交流が少ない」が４割半ばとなっています。 

すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために必要なものについては、「地域の

人が交流できる場の整備」が５割強と、第４位になっています。 
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■＜新型コロナウイルス問題＞ 

市民アンケートでは、新型コロナウイルス問題に関連しては、困ったことがあった人がほぼ４割

となっています。 

新型コロナウイルス問題に関連して困ったこととしては、「気持ちが落ち込んだ」が５割強と最

も高く、次いで「体力が低下した」が３割強、「仕事や収入が減った」が 2 割半ばとなっています。

そのほか、回答率は高くありませんが、福祉による支えが必要な項目を選択した方もいました。 

 

市民アンケートにおける、新型コロナウイルス問題に関連して心配事や気になることについての

自由記述で、以下が比較的多かった意見です。 

・感染が怖い。 

・PCR 検査体制整備の希望。 

・感染が終息してほしい。 

・経済的心配。 

・感染関連の情報の充実。 

・この生活がいつまで続くかの不安。 

・もし感染したときの心配（ひとり暮らし、受け入れ体制など）。 

 

民生委員・児童委員アンケートにおける、新型コロナウイルス問題の発生に関連して、民生委員・

児童委員の活動中に起こった問題や課題についての自由記述で、以下が比較的多かった意見です。 

・訪問活動を控えるように言われているので様子をあまりうかがえない。 

・訪問活動を控えるよう言われたが、心配な人には電話、手紙、注意して訪問など工夫

をして見守っている。 

・どのように訪問したらよいか困った。 

・訪問先から来ないでほしいと言われた。 

・訪問先の人がマスクをしておらず困った。 

 

民生委員・児童委員アンケートにおける、新型コロナウイルス問題の発生に関連して、民生委員・

児童委員の活動中に、困った人を見たり聞いたりしたかについての自由記述で、以下が比較的多か

った意見です。 

・外出を避け、孤立している人、ストレスを溜めている人がいた。 

・外出を避けていることによる体力低下。 

・新しい生活様式に対応できない人がいる。 
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資料編 使用した調査票 
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１．市民 
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２．福祉関係事業所 
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３．福祉関係団体 
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４．民生委員・児童委員 
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